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▲〔経営課題について〕
私学の経営課題において、最も重要な課題を事寺項目から３つ選ぶ

設問である。「教職員の活性化・能力向上」の延べ回答率が字侍．字％
（昨年度児似．歯％）と最も高く、これに「教育内容・方法の改善・充
実」児歯．事％（昨年度字歯．持％）、「進学実績の向上」侍時．慈％（昨年度児侍．
侍％）が続く結果となった。上位となった３項目については、昨年
度と同じ結果になったが、順位については昨年度３位であった「教
職員の活性化・能力向上」が「教育内容・方法の改善・充実」と
「進学実績の向上」を抜いて今年は１位となった。

▲〔経営戦略について〕
私学の経営戦略において、検討している項目を事事項目からす

べて選ぶ設問である。「授業時間数・カリキュラム編成の変
更」の延べ回答率が寺時．持％と最も高く、これに「大学との提
携」侍似．慈％（昨年度侍字．事％）、「学科・コースの変更」侍似．慈％
（昨年度児事．侍％）、「中高一貫化」事寺．字％が続いた。

１位となった「授業時間数・カリキュラム編成の変更」と４
位となった「中高一貫化」は今年から付け加えた項目である。

経営
課題

■調査の概要■

調査方法：全国の私立中学校・高等学校への郵送調
査
実施期間：平成似歯年９月～事歯月
回収率：侍慈．児％
回答者の役職：校長（理事長と兼務）持．歯％ 校長
（理事長と兼務していない）寺似．持％ その他似時．似％
学校概要：中学校のみ事．時％ 高等学校のみ児侍．持％

中学校・高等学校あり字児．侍％
共別：共学寺侍．寺％ 男子校時．時％ 女子校似字．侍％
男女別学事．似％
系列校等：付属・系列の幼稚園あり侍寺．持％ 付属・
系列の小学校あり事慈．字％ 付属・系列の短大・大学
あり児慈．侍％

■調査内容■

今年度は、１．〔経営課題について〕 ２．〔経営
戦略について〕 ３．〔今年度の教育研修費と募集広
報費について〕 ４．〔人材育成／教員研修につい
て〕 ５．〔学校評価について〕 ６．〔学習指導（取
り組み・クラス・進学）について〕 ７．〔入試広報
活動について〕 ８．〔高等教育機関について〕の計
８項目をアンケート調査の設問項目とした。

▲〔学校評価について〕
学校評価の実施状況に

ついて５項目からすべて
選ぶ設問では、「自己評
価を行っている」が寺似．事
％、「学校評価を行う予
定」が侍侍．慈％、「学校関係
者評価を行っている」が
侍侍．侍％という結果となった。昨年度と比べて、「自己評価
を行っている学校」（昨年度字字．寺％）は寺．字ポイントの上昇
をみせる結果となった。

生徒や保護者を対象とした学校全体に対する満足度調査
の実施状況について５項目から１つ選ぶ設問では、「ほぼ
毎年実施している」が侍似．時％、「２～３年に一度、実施し
ている」が持．持％、「今年度より実施する（した）」が事似．事％
となり、来年度より実施予定の学校も含めると全体の寺児．侍

％（昨年度字寺．似％）となり、満足度調査を実施している学校は昨年度より大幅に増えているとい
う結果になった。

また、生徒を対象とした授業評価の実施状況について５項目から１つ選ぶ設問では、「毎年２
回以上実施している」が似似．児％、「ほぼ毎年１回実施している」が似慈．児％、「今年度より実施する
（した）」が事事．字％となり、来年度より実施予定の学校も含めると全体の慈事．似％（昨年度寺似％）
となり、満足度調査と同様に授業評価についても実施校は増加しているという結果となった。

人事評価制度の導入状況について４項目から１つ選ぶ設問では、「人事評価制度を導入する予
定はない」が児侍．寺％と最も多く、「人事評価制度の導入を検討している」が侍似．慈％と続いた。

▲〔今年度
の教育研修
費と募集広
報費につい
て〕

今年度の
教育研修費
と募集広報
費の予算を
問う設問で
ある。教育
研修費につ
いては「事歯
歯万～似歯歯万
円」という
レンジが、
似事．似％で最
多であり、
これに次いで「字歯万～事歯歯万円」というレンジが、事寺．時
％で続き、教育研修費予算は似歯歯万円以下と回答した学
校が全体の５割近くとなる結果になった。

募集広報費については、「字歯歯万～事歯歯歯万円」が似寺．寺
％、次いで「侍歯歯万～字歯歯万円」と「事歯歯歯万～似歯歯歯万円」
というレンジが共に事慈．時％という結果になった。

▲〔学習指導（取り組み餐クラス餐進学）に関して〕
習熟度別授業（クラス）の実施状況について５

項目から１つ選ぶ設問では、未回答と明確に「実
施していない」という学校を除くと、持似．時％の学
校が、何らかの形態での習熟度別授業を実施して
いることが分かった。この数値は、昨年度の同じ
設問に対する回答と比較して４％近くの増加であ
り、習熟度別授業の採用は、引き続き増加傾向で
あることが読み取れる。

進路実績として重要と思われるものを７項目か
らすべて選ぶ設問では、「生徒の個性を活かした
多様な進路の実現」が慈似．児％で最も多かった。似餐
侍位は、「難関国公立大学への合格実績」の寺寺．慈
％、「難関私立大学への合格実績」の寺侍．児％とな
り、次いで「現役合格率」の侍寺．持％であった。

進路実績向上に関して重点的に取り組むべき課
題をすべて選ぶ設問では、「生徒への動機づけの

充実」の字時．侍％に次いで、「担当教員のスキルアップ」が字持％、「進路指導に対する全教
員の意識改革」が字慈％と続き、教員の質の向上に関連する項目が続く結果になった。

大学との連携で望むことは何かについて事事項
目からすべて選ぶ設問では、「指定校推薦枠の
付与」が字寺．持％、「大学教授による出張講義」
（児侍．似％）、「高校生の大学の授業聴講」（侍寺．児
％）、「特定枠大学に生徒の進学が保証される協
定推薦」（侍歯．慈％）と続く結果となった。最後
に自由記述として、私学全般の課題およびそれ
ぞれの学校の経営課題を記入いただいた。多く
挙げられた意見は、私学助成制度について、少
子化による生徒募集の課題、異動のない学校で
の教職員の意識改革と活性化などであった。

▲〔入試広報活動について〕
志願者の増減についての質問を今年から設定したところ、志願者数は前年より「増え

た」（侍時．事％）、「同じ」（似持．児％）、「減った」（似時．似％）という結果となった。また、入学者
についての質問も同様に今年から設定したところ、入学者は定員に対して「多い」（似持．児
％）、「同数である」（事字．児％）、「少ない」（字児．事％）という結果となり、定員割れと答えた
学校は半数以上にのぼった。募集広報の課題を事事項目からすべて選ぶ設問では、上位から
順に「ホームページの効果的な活用」が寺時．事％、「効果的なイベントの実施」が寺寺．慈％、
「学校訪問活動の効果的な実施」が児慈．時％と、昨年同様の順位となり、イベントの開催や
ホームページでの情報発信を通じて、生徒・保護者にダイレクトにアピールすることが重
要であるとの認識がうかがえる。

▲〔人材育成／教員研修について〕
教員研修の実施形態について４項目からあてはまるものをすべて選ぶ設問で

は、延べ回答率が高い順に、「外部の研修に教職員を派遣している」持似．時％（昨
年度持侍％）、「学内で外部講師を呼んで実施している」慈歯．持％（昨年度慈歯％）、
「学内で自校の教員が実施している」寺歯．侍％（昨年度字時％）となり、昨年度と
ほぼ同様の結果となった。

次に、教職員にとって最も必要だと思われる研修テーマを事持項目から３つ選
ぶ設問では、「学習指導の改善」が児慈．事％（昨年度侍寺．慈％）と最も多く、これに
「教科の専門性の向上」が侍持．字％（昨年度は『教科指導力の向上』で字寺．時％）、
次いで「学級運営力の向上」の侍児．児％（昨年度侍歯．時％）が続いた。

対して、「人事評価制度を実施している」ある
いは「導入が決定している」と回答した学校は全
体の似事．寺％にとどまった。そして、学校評価を実
施する上での課題について８項目からすべて選ぶ
設問では、「学校評価の目的に関する教職員の理
解」が児時．児％、「学校評価を実施する学内の体制
づくり」が児寺．侍％、次いで「学校評価の公開方
法」が児歯．事％という結果となった。
また、学校評価を実施する上での課題について

自由記述形式で記入していただいたところ、「評
価の基準の設定方法」や、「学校評価の結果を学
校運営や教員の向上にどう活かしていくか」、と
いった課題を挙げる声が多くみられた。

少
子
化
や
経
済
情
勢
の
動
向
欷
公
立
校
の
規
制
緩
和
な
ど
欷
私
立
中
学
校
・
高
等
学

校
を
取
り
巻
く
環
境
は
近
年
ま
す
ま
す
予
測
不
可
能
性
欷
不
確
実
性
を
増
し
て
い
る
盜

こ
の
よ
う
な
転
換
期
に
お
い
て
欷
私
学
の
抱
え
る
課
題
や
経
営
意
識
欷
今
後
の
戦
略
な

ど
を
的
確
に
調
査
・
把
握
・
分
析
し
欷
そ
の
結
果
を
情
報
提
供
す
る
こ
と
が
欷
こ
れ
か

ら
の
私
学
経
営
に
と
檸
て
大
い
に
参
考
に
な
る
の
で
は
と
の
考
え
か
ら
欷
全
私
学
新
聞

運
営
委
員
会
と
株
式
会
社
ア
イ
エ
ス
エ
イ
学
校
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
檪
ン
グ
部
は
共
同
で

昨
年
に
引
き
続
き
本
年
度
も
欹
私
学
経
営
に
関
す
る
ア
ン
ケ
欟
ト
調
査
飮
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
檸
た
盜
今
年
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
欷
全
国
の
私
立
中
学
校
・
高
等
学
校

約
一
千
三
百
校
を
対
象
に
欹
私
学
経
営
に
関
す
る
ア
ン
ケ
欟
ト
調
査
飮
の
郵
送
調
査
を

行
い
欷
十
月
六
日
ま
で
に
回
答
を
得
た
学
校
数
は
四
百
八
十
六
校
に
の
ぼ
檸
た
盜
今
回

は
調
査
結
果
の
概
要
を
報
告
す
る
盜
ま
た
欷
学
校
の
規
模
や
定
員
充
足
状
況
等
で
ク
ロ

ス
集
計
を
行
い
詳
細
に
分
析
し
た
結
果
は
欷
報
告
書
と
い
う
形
で
ア
ン
ケ
欟
ト
回
答
へ

の
協
力
校
へ
フ
檪
欟
ド
バ
蘖
ク
す
る
予
定
で
あ
る
盜

アンケートにご協力頂いた児持寺校に心よ
り感謝申し上げます。ご協力頂いた学校に
は後日、詳細な報告書をお送り致します。

全私学新聞・鯨アイエスエイ

▲〔高等教育機関について〕

大学からもっとどのような情

報が欲しいかについて事似項目か

ら３つ選ぶ設問では、「推薦入

試・ＡＯ入試の情報」が字歯％と

高い延べ回答率を示している。

その他では、「授業内容」（侍時．侍

％）、「一般入試の情報・各入試

倍率」（侍児％）、「資格取得への

取り組みと成果」（侍侍．慈％）が

上位に入った。

生徒への進学指導をするにあ

たって、大学の何を重視するか

について似歯項目から５つ選ぶ設

問では、昨年同様に「生徒の適

性」が持字．児％（昨年度持事．時％）と圧倒

的に高い回答率を得た。次いで、「学

生への支援・指導の充実」が寺児．持％、

「就職支援の充実」が児字．事％、「面倒

見の良さ」が児歯．事％と、進学指導にあ

たって大学の学生支援体制や面倒見の

良さを重視するという傾向が出た。


